














社会調査の結果をデータベースとして保存 し、必要に応 じてデータの要約統計量を計算 し、
分布の状況をヒス トグラムを用いて、ビジュアルに見ることの出来るソフ トをBruggeとし













パソコソ用ソフ トとして広 く普及 している表計算 ソフ ト、例えばロータス1-2-3(MS-
DOS版、ロータス社),エクセル(マ ッキン トッシュ版、マイクロソフ ト社)、ウィンズ(マ ッ
キン トッシュ版、アスキー社)等 はデータベース用 としても使用することができ、また豊富な
作図機能も盛 り込まれているのでデータをビジュアルに見ることも可能であるが、統計処理機
能の豊富さと言語による多様なプログラミングの容易さなどは比較を絶 しており(D、本稿で
は先ずSASを 取 り上げることとした。引き続 き、Mathematica(数式処理汎用アプ リケーシ
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変換(下 位項 目の並べ変え、反応カテゴリの整理等)を 行っておき、整然 とした形で保存 して
お く。多 くの場合調査対象の反応のバイアスを除去するために項 目がランダムに並べ変えられ
ているが、集計時に毎回修正するよりも保存時に一括 して変換 しておいた方が以後の集計処理
も簡単であるし、調査項 目のレイアウ トもすっきりしたもの となる。ただ し、オ リジナルな調
査票は別途に保存 してお く必要があろう。ついで保存された内容が必要に応 じて簡単に検索さ













統一的保存が目的であって、様 々な統計処理を行うことを目的 とは しないが、保存されたデー





データとしては、通常の社会調査で用い られる項 目は処理可能である。例えば1桁 ないしは
2桁のシソグル ・アンサーやマルチプル ・アンサーのみな らず、連続量データ、文字および記
号(ア ルファベッ ト)変量な ども取扱うことができ、データの形式に適合 した統計処理や作図
機能を選択すればよい。


















































必要な処理は計算量が膨大 とならない限 りその都度行い、蓄積 しないこととする。
統計処理の結果や、描いたグラフ等を保存 し、そのレイアウ トを編集し、文書 として印刷す
ることは自由である。ディスプレイ上で見ることが出来るのはもちろんであるが、必要に応 じ
て印鵬 も可能 としておかない と不便であろう。
テキス ト形式のローデータは異なる機種間での移動は容易である。フロッピィ、ハー ドディ
スク、ネッ トワーク等を通 じて転送は簡単に行 うことができ、SASプ ログラムはほとん ど
異機種間で互換性がある。ただ し、SAS/GRAPHにっいては機種に依存する部分があ り、デ
バイスに関係する部分の書 き換え等が必要である。他にコー ド変換、例 えばシフ トJIS,EUB・
DICコー ド等の変換が必要であるが、プログラム自身は機種依存の細部を除いて、ほ とん ど問
題とはならない。
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2SASお よ び そ の 初 期 設 定
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プログラムを予め作成 しておき、一括 して処理することもできるし、対話形式てコマン ドを
ひとつずつ実行することも可能である。上記3画 面はクリア しない限 り消されず、追記される。
2.1初期設 定
PROGRAMEDITOR画 面 において、 プログ ラム を実行す る とその 内容 は画面か ら消 える
が、プルダウンメニ ュのLocals/Recalltextをダブル クリックす る と再現 され る。
起動 と同時 に各種 の初期値 が設定 され るので、必要 な ものを変更 し、 カス タマイズ して お く
と便 利 で あ る。 例 えば 次 の プ ロ グ ラム を実 行 して お く。 エ デ ィ ター 画面(PROGRAM
EDITOR)に入力 し、実行 すれば よい。 コマン ドSUBMITで 実行 され る。1行 の字数 を100、
1ページの行数 を80と設定 し、 各ペ ージに 日付、ページ番 号な どのヘ ッデ ィソ グを行わない。
また、 出力はセソタ リングせず左 づめて行 うための設 定であ る。





4行 目 のLIBNAMEの 宣 言 は 重 要 で 、 予 め ホ ー ム デ ィ レ ク トリ(～)下 に
mydata/sasdataを作成 してお き、 それ をSASはmyと して参照 す る ことを示 して いる。
以後、再宣言 するまで これは有効 である(myは 単な る参照用の記号)。
プログラムは長 くはないので、毎 回タイプイン して実行 して もよいが、予めフ ァイルに作成




理が行われる。本稿では、以下SASの 専用語(コ マン ド、ステー トメン ト、プロシジア、
オプシ ョン等)は大文字、その他のユーザーが自由に使用できるもの(デ ータ名、変数名等)
は小文字を用いることとする。 しかし、実際の入力に際 しては大文字、小文字を区別する必要
はな く、いずれも同 じように処理される。ただ し、UNIXでは大文字、小文字は別の文字 と
して処理されるので、UNIXコマン ドを使用する際には注意が必要である。
コマソ ドやステー トメン トの区切 りがセ ミコロン(;)である。;に より1行 に続けること
もできるが、改行しておいた方がプログラムの中身が分か りやすい。
エディタ画面に書かれたプログラム全体はコマン ドSUBMITによって実行されるが、プ
ログラム内ではステー トメン トRUNに よって処理が始まる。従ってRUNは プログラム内












デー タベース作成の第1段 階はデー タを入力 して、ハー ドデ ィスク内に保存 する ことである。
デー タは行列 の形 で作 成 されて お り、各行(縦)が サンプル(SASで はオブザベー シ ョン
と呼ぶ)、各列(横)が 変数(ま たは項 目)で ある。
デー タ保存場所 と して2つ のデ ィレク トリ ～/mydata/rawdata(テキス トデー タを保存)
と ～/mydata/sasdata(SASデー タセ ッ トを保存)と を用意 してお く。
テキス トデー タを読 み込み、SASデ ィレク トリに永 久デー タセ ヅ トと して保存 するのであ
るが、読み込み後は書 き込み禁止のパー ミ ッシ ョンを設定 して、
1・㎞ ・d・・g,・一ザ/・yd・t・/・a・d・t・1
のUNIXコ マン ドを実行 して、データの保護をしてお くことが必要である。
データの読み込みには、例えば次の ようなプログラムを実行すればよいであろう。入力デー














同 じような変数構 成の2つ のグループ(a,b)の デー タaa1.dat,bb1.datおよびaa2.dat,
bb2.datを読 み込む。全 プログラムは省略 するが、同様 に してすべて のデータフ ァイルを読 み
込 み、ハ ー ドデ ィス ク内に保存す る。
もし無記 入が'σ としてデータに書かれてい る場合には、 ピ リオ ドへの変換 が必要 である。
入 力の変数 に添 字が用い られてい る場合 には、処理法 は少 し複雑 で、配列 を宣 言 し、個 々の配
列要素 につ いて判 定 を行 う。[1]の 場 合では2番 目のデー タが、[2]の 場 合では3,4番 目
のデータが欠損値 として
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sheet.txtに調 査票の全項 目が、readme.docに調査項 目一覧、変 量数一覧、 その他の注意
事 項が書かれてお り、必要 に応 じて参照で きる。
4デ ー タ セ ッ トの 編 集
SASでのデータの扱い方に2通 りあり、一つはSASを 起動 している時だけ有効な一時的
データセッ ト、他はSASを 終了 しても保存されている永久データセットである。データベー
ス としてはもちろん永久データセ ットとして保存 しなければならないが、その場所がmyと
いう名のディレク トリである。データセット名に第1名 をmy.***としてお くと永久データ
セヅ トとして保存される。
フ ァイルを保存する必要はな く、テンポラリでよい時は第1名 を省略 し、例えばdatalの
ように第2名 のみ書けばよい。SAS内ではWORK.datalとして一時的に保存されている。
保存 した後、複数のデータセットを合併したい ときもあろう。サンプルの合併 とか、異なる
データセ ットの変数を参照するときは事前にデータを合併 し、ひ とつのデータセ ットとしてお
かねばな らない。ただ し、 ここでは合併されたデータはテンポラリ・データセ ットとして保存
することとする。永久データセッ トとして保存することも可能であ り、そのためには、データ
名に第1名 をつけて、例えばmy.dataとすればよいが、すべて保存 していたのでは際限無 く





ットを作成する。ただし、2つ のデータセッ トの変数名、変数の数は一致 していなければなら
ない。 もし違っているときは、変数の値は欠損値 となる。
4.2変 数 の合併(横 につな ぐ場合)
同 じサン プル数の2つ の データを合併 する ことが
で きる。変数 を追加 して大 きい行列 を作成 するが、
2つの デー タセ ッ トで変数名 が同 じときは重 な りあ
って、第1デ ー タセ ッ トの変数 が上書 きされて消失
す る。従 って、 もし変数名 が同 じときは事前 に名前









一x15の変 数名 を使用 してい るの で、両者 を合 併 した ときはmy.aa1のxl-x8は 重 な って
消 えて しまう。 しか し、 テソポラ リデータセ ッ トのaa11,aa22は英 字の変数 名に書 き換 え ら
れてい るので重な るこ とはない。
4.3デ ータセ ッ トの変数を削除す る場合
デー タセ ッ トか ら特定 の変数 を削除 したい とき、それ ら
の変数名 を列挙 すれば よい。 削除 する変数 の方 が多い とき
は、逆 に残す変数 をKEEPで 指定 して もよい。例 えば、
次 のプ ロ グラム では まず 、デ ー タセ ッ トmy.aa1がd1
に コピー され、d1か ら変数x1-x5が 削除 され、つ い
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を1セ ルとして図示するキャラクタ ・グラフィックスの方法 と、グラフィックス画面に精密な





































































































各種 の統計量 を一括 して求め るプ ロシジアはUNIVARIATEで ある。
!*basicstatistics*/
PROCUNIVARIATEDATA冨my.aa1;VARx1-x3;RUN;







N243サ ンプ ル数S鵬 りgしs243加 重サ ンプル 数
Hean5・316872乎 均Su■22総 和
Sしd[㎏v1.136馴7標 準偏 差Var㎞ce1 .2979分 散
Sk鮒ness-e,66379歪度KUrtos飴3,9142尖 度
USS7182変 数の平 方和CSS312.e8偏 差平方 和
CV21.37623変 動係数Sヒd岡eane.a21平 均の標 准誤 差
T3Hean3072,92426t一値Prob》ITI3 ,691ウ 確 率価
陶 ・^=臼243サ ンプル 数 鵬 》9243正 のサ ンプル数
H(sign)121.5Prob》1HIO,ge61
Sgn㎞k





ない と、グラフがずれて意味をなさな くなる。テキス ト画面であるのでコピー,ペ ース トで他
の文書に取 り込み、そこで編集することも容易である。
5.2.1分布状況(箱 ひげ図,幹 葉図(StemandLeaf))
Turkeyの提 唱 した箱ひげ 図(Boxplotandwiskers,図5)は平均 と同時 に標準偏差 を も
図示す るものであ り、幹葉図は ヒス トグラム中 に個 々の デー タを図示 する ものである。 全体 と














































































































































・水平棒 グ ラフ=水 平棒 グラフはデー タの度数 も出力す るので便 利で ある。ペー ジサイズ、
ラインサ イズを変更 す るこ とに よ り、 グ ラフの高 さ、横軸 を調整 す る こ とがで きる。 また、
VPOS=***,HPOS=***で縦軸 、横軸の大 きさ(セ ル数)を 指定す るこ ともで きる。
/*horizontalhistgram*/
PROCCHARTDATA=my.aa1;HBARx1;RUN;
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イズとページサイズとを大 きくしてお く必要がある。またファイルに保存 し印刷する際にはフ








































比率 が問題 となる ようなデー タは帯 グ ラフ、円グ ラフを描 くのが効果的であ る。










・星座ゲラフ=多 項 目(多変量)を 図示する方法 として、星座グラフがある。中心からの
距離で数値の大小(こ のデータの場合は集計された度数)を 表すので、項 目間のバランス
を比較するのに便利である。カテゴリ名(変数の値)と 度数が円周の外に書かれている。
FrequencyOf》 く1
























































































精密な図ではないが、データ点が*、 正規分布の期待値が+で 図示される。+が 直線に
なったとき正規分布 とみなされる。*の 上に+を 重ね描きするので、+が 多いほど正規分
布の当てはめがよく、*が 多いほ ど当てはめが悪い ことを示 している。ただ し、縦軸を程 よ
い大 きさに しておかない とS字 状のカーブが見 られなくなる。














































フを描 くことがてきる。 事前にグラフィックス画面のデバイス ドライバの設定な どが必要で
あり、詳細についてはSASマ ニュアルを参照。
プロシジァはCHARTをGC且ARTに 変更すればよい。デフ ォル ト値で描 くときは他に
変更の必要はないが、グラフィヅクス画面固有の、色彩、フォソ ト(種類、大きさ、スタイル
(回転など))、を変更するときはオプシ ョンが豊富に用意されている。
図12～図15で例をい くつか示すが、さまざまな美 しいグラフを描 くことがてきる。ただ、
遅いのと編集が容易ではないのが難点である。
122
図14:円 ク ラ フ 図15星 座 クラフ
54マ クロの応用
一連 の定型処 理を反復す る とき、 同 じプ ログラムを反 復 して書 いて もよいが、SASの マ ク
ロ機能(4)を用 いれば簡単 に表 現す る こ とがで きる。反 復す る部 分 を%macroname(argu-
ment)～%mendで くくり、プ ログラムの他 の部分 か ら呼べば、マ クロに書かれて いる内容
が呼んだ場所で展開 され、その内容が処理 され る。 マクロの 中て変化 する部分 は引数 としてお
くと、仮引数の個所て様 々に指定す るこ とがて きる。
次の例 は、デー タセ ッ トを読 み込み、x1-x5の 変 数 につ いて、 デー タの プ リン ト、度数
の集計、平 均 ・標準偏差の計算、水平棒 グラフの作成、の一連の作業 を行 うマクロである。 マ








このマク ロをプ ログラムの中か ら呼ぶ ときは、例 えば 匡」・b・(…)1とすれば よい。マ クロjob
1の 中のデー タ名がmy.aa1とな り、デー タセ ッ トが読み込 まれ、job1の内容の処理が行わ
れる。 多数 のデータの読 み込 み、多項 目の反復 処理 を行 う ときな どには有効て ある。
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変数 が連続量 で度数 の集計 が重 な らない ときは散 布図を描 くことがで きる。 デー タポ イン ト
として*を 用 い る こ ともで きるが、 デフ ォル トは英字A(度 数=1)で あ って、度 敷が2




PLOTオ プシ ョソで変数の選択 をす るこ とが で きる。2行 目、a*b=cに おいて、aがy一
軸、bがx一 軸 の変数、cが 図中デー タのの第3の 変数の識別であ る。
また異 な る変 数の デー タを重ね て描 くこともで きる。オ プシ ョンに/OVERLAYを 選択す
れ ばよいが、重 ねあわせる両変数 の変域 はある程度重 な ってい る必要 があ ろう。具体例 として、
身長 と体重 の散布 図を描 くが、サンプル を大学生の身長(height)と体重(weight)の場合 を
■
m'(男 子大学生)、7f'(女子大学生)で 、父親 の身長(fheight)と体重(fweight)を7r、
母親 の身長(mheight)と体重(mweight)を'2'でプ ロ ッ トして重ね て描 くこ ととす る。
bodyfmには、大学生の身長 ・体重の デー タ とともに両親 の身長 ・体重 のデー タも入 ってい る
もの とす る。
OVERLAYを 用 いて異 な るグループの デー タを重 ねる こ ともで きる。 もし両者 が別 のデー
タセ ッ トの場 合 には、SETで オブザーべ一シ ョン を結合 してお く必 要があ る。両 グループで
変数名 が共通の場合 には、 グルー プ名 を識別 するための新 しい変数 を導 入す る必要 があ るが、
異 なる変数名の場合 には、 それをその まま用 いてオーバ レイで重 ね ることがで きる。出力見本
は省略 するが、2つ の データセ ッ トを結合 して、散布 図をオバー レイする例を示す。









































































肋f㎜ 欄,脚 融 。f臥
PlotofF㎜π◎r刷E=【6岡τ.Sり■bolu3ed三9'1'・








































































































































































2次元ない しは3次 元のデー タをグラフ表現す るのは容易 である ものの、多変量 をユーク リ
ッ ド空間を用いて図的に表現す るのは不可能であ る。 しか し、 これを直感 的に図示 する方法 が
紹 介されてお り(3・5・8)、プログラム リス トも公開されている(7,16・2L22㌔しか しなが ら、それ らは
必ず しもSAS上 で動 くもので はないの で ここで は割愛 し、 多変量 を圧 縮 し、 また探索 的 に






として取 り出す方法が主成分分析(モ デルは異なるが因子分析も同 じ目的で使用される)と呼




主成分分析が行われる。主成分数(NFACTORS)はあ らか じめ固有値の推移をみて決定 して
お く。オプショソにSCREEと しておけば、スクリー ・グラフが描かれ、固有値の減少の様
子 をビジ ュアル に検討 するこ とがで きる。 インプ ッ ト ・デー タな らび に主成分得点が
OUT=で 指定 したファイル名で、各種計算された統計量がOUTSTA=に 保存されるので、











重回帰分析は複数個の説明(独 立)変 数(X)か ら単独の目的(従 属)変 数(y)を予測す
る方法である。通常は両変数は連続量であるが、定性的データを工夫 して用いることもできる。
目的変数(y)とその予測値(yest)の相関は重相関係数といわれ、その値の平方は予測の精














Sa11,J.P.(lo)によるアメ リカ合衆国 の人 口予 測の問題 を用 いて、重回帰分析 を探索 的に使用
す る例 を示 す。 デー タは1790年か ら1970年までの合 衆国の総人 口であ って、 これ を西暦年か ら
予測す るこ とを試み る。
まず、1次 関数 を当て は めて み る。 プ ログ ラム 中の[1]は デー タの 読 み込 みで あ り、
DATA文 中のRETAINは 初期値 を設定す る もので、今の場 合1790年とす る。そ して、以後10
年 きざみで年数 とす る。
[2]は1次 関数 の当てはめで あ り、モ デル式で はpop=yearと書か れてい るが、 これは
pop=blyear+boであ る ことを示 している。予測の結果 は 図23の ごと く残差 が大 き く、
残差の プロ ッ トをみ れば、 それが2次 関数 の形状 を示 し、予 測のモデル として、2次 関数 を当
てはめ るの がよいこ とを示唆 している。 データ(人 口)と その予 測値 の散布図において、デー
タ点(d)の 上 に予測値(e)を 重 ねあわせ るので、両者 が一致 した ときはすべての点は(e)
となる。た だ し、 グラフはキャラクタ画面 で描 いているので、2点 が重な った とい って も、値
が正確 に同 じとい う訳ではない。VPOS,HPOSは 画面の縦,横のセル数 であ り、ページサイ
ズ,ラ イソサ イズ とは異 な り、 ダイ レク トに画面 の大 きさ設 定する ことがで きる。
[3]で2次 関数 を当 てはめた ところ、 当てはめはかな り良 くな ったが、残差 をみ る と1940,
1950年の ところでずれが大 きい。 これ は第2次大戦 による人 口の減少 を反映 する もの と思われ、
そ の要 因 を変数(ダ ミー変 数)に 組み込 み、予測 を行 う。変 数warの 値 は、If文 で与 えて
い るが、1940と1950のときはIf文の条件 が正 し く、war=1と な り、その他 の場 合はwar=0
であ る。
プ ログラム 〔4]に おいて、 この新 しい変数 を導 入 し、重 回帰を行 った ところ、予測の精度
は向上 し、デー タ とその予測値は よ く重 な り、残差(ず れ)は 小 さ くなった ことがわか る。
モデルを当てはめ る とき、 このモ デルが最適 である、 という断言 は困難 であ るが(帰 無仮説
の採択)、残差 を検討 して、 さらによ りよいモ デル を探索 す るため に、グ ラフ ィ ックスを利 用












































































































































































































































































































































































































図26:ダミー変数の追加 図27:ダミー変数 を追加 したときの残差
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クス ・メニュとしては3Dグ ラフが加えられ、3変数を指定 してその散布図を描 き、座標軸を
回転させてデータを鳥緻する視点を動かすことができる。
・データの入力=イ ンサイ トから直接ファイルのデータを読み込む ことはで きず、あらか
じめ、永久データセットかテンポラリ ・データセッ トとして読み込まれているものを、プ
ルダウンメニュのFileから読み込む。
・変数の選択:デ ー タセ ッ トの中か ら処理する変数を選択する。プル ダウンメニ ュの
Analyzeを選択すると 図29のごとき変数選択画面が開 くので、対話的に変数を選択す
ることができる。












図34は 度数分布図、図35は3次 元散 布図の一例であ り、いずれ もデー タシー トと連動 して
いるので、デー タの構造、特定 デー タの識別 な どが可能であ り、 ビジ ュアル ・データベ ース と
して活用 する ことがで きる。





度的に進行 し、歴史上例を見ない勢いでわが国を取 り巻 く海の環境は激変するに至っている。
自然の環境破壊は、日本のみならず地球的規模て進行中であるが、そうした中にあって、人々
の海に対する思いがどうなのか、大学生を調査対象として調査を実施 した。
調査は表3の ごとく、 日本の大学以外に ドイツ、アメリカ、スウェーデソの大学で も行った。
総サンプル数はn=820である。国名の略記を、 日本=J,ドイッ=G,アメリカ=U,スウェ
デソ=Sと し、大学生の分類 としては、一般大学生=U,商船 海洋大学生=Mと して、デー


























図28:イ ン サ ー ト(メ ニ ュ ー)
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図32.マ ー カ ー
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1990年～1992年、調 査項 目は表4の ごと くである。
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表3調 査対象(サ ンプル数)















合計 596 224 820
表4調 査項目
QO フ ェー ス シ ー ト項 目 専攻 ・年齢 ・性別、生育地の地理的環境 ・海への接触の頻度
Q1 海のイメージ 7段階の双極性形容語による海のイメージ
Q2 船のイメージ 同じく船のイメージ
Q3 船乗 りのイメージ 船乗 りのイメージ
Q4 海事に関する意見 海事関係の意見項目についての賛否
Q5 海一陸嗜好 スポーツ ・娯楽などの項 目について海 ・山嗜好
Q6 海事に関するクイ 海に関する文学 ・歴史 ・地理 ・最近の トピヅクスについて
ズ ・得 点 の記述の正誤
日本の大学生については 日本語で、その他の国の大学生はそれぞれの母国語に翻訳 したもの
を用いた。 日本語の調査票をまず英訳 し(さらにそれをbacktranslationして原 日本語 と照




1ibname宣言を行 う。この ことにより、myで デニタのディレク トリを参照できる。出力は











デー タの様相 を最 も簡単 に見 る ことがで きるのは、度数分布図 を描 くことであ る。SASの
場合、水平棒 グラフを描 くと、集計 され た度数、比率 、累積比率 な ども同時 に出力され るので、
単 にグラフで全体の傾 向を把握 するのみ な らず、詳細 の数字 を知 る こともで きる。また、大量
のデー タ処理 を行 った場合 は、処理 内容 が紛 らわ し くなるので、データ名や処理 内容な どを適
宜 タイ トル(ヘ ッダー)と して挿入 してお くと、事後 のデー タ編集 の際に便 利であ る。
プ ログ ラム[2]は 性別 による分布の相違 を検討 するために、2つ のグラフを描 いた もので
あ るが、 同一 デー タセ ッ トの項 目の場合 には、オプ シ ョンbyで キー項 目(sex)を指定 すれ
ば よい。 ただ し、事前 にキー項 目で デー タを並 べ換 えてお く必要 がある。
デー タセ ッ トが異な る場合、例 えば異 なる2群 のグ ラフを比較 す るような場合 には、 グラフ
を独立 に2つ 描け ば よい。[3]はJU,JMの2群 のデー タか ら、別 々に描 いた場合 であ るが、
デー タを合併 して1つ の デー タセ ッ トとして、bygroupで描 くこ ともで きる。その一例 は[4]
の場合 であ り、 テソポ ラ リデー タセ ッ ト(ju1,jm1)を媒 介 に して、 まず2群 を識別 す る変
数(group=1,2)を追加 し、その後 それ を合併 して新 しいデー タセ ッ トGum)を 作成す る。
デー タセ ッ トが で きた後 は、先 の性 別 の場合 と同様、byを 用 いれば よい。[5]で はJU,
JM別 にグラフが描か れ、[6]で は両老 を分離せず、全体 としての グラフが描 かれている。
/*[1]水 平 棒 グ ラ フ*/
procchartdata=my.ju;hbarq101-q105/discrete;
title'Histgraln,Data=ju,Item=q101-q105';r㎜;









また、 これ をマ クロを用 いて処理す る こ ともで きる。 次のマ クロhistgramは水平棒 グ ラ
フを描 き、平均 ・標 準偏差 を計算す る もので あるが、 データセ ッ ト名(dname)と、処理 す る
項 目の開始番 号(hajime)と終了番 号(owari)を引数 と して呼 べば良い。SASの プログ ラ
ム、 コマン ドも簡 単ではあ るが、必要な処理 をマクロ として作 成 してお くと、 さらに各種の処
理 を簡単 に実行す ることがで きる。
SASに よる社会調査結果 の視 覚化 デー タベー ス 137








!*[6]グ ル ー プ 合 併 後 の 全 体 分 布*!
procchartdata=ju皿;hbarqt/midpoints=Oto20by3;
title,HistgrambyGroup,Data=j㎜,QuizTota:LScore,;run;











立体図 となる。 また、連続量の場合で も階級に分類 したときは立体図 となる。[1]がその例
で、性別に集計 したクイズ得点の分布である。









[2]は それ を、性別 では な く、 グルー プ毎 に集計 した もので全体 のデー タセ ッ トか ら計算
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図36ニ グ ル ー プ 別 ク イ ズ 得 点
9.4散布図(主成分得点)
連続量の例 として、主成分(因 子)得 点を取 り上げる。まず、主成分分析を行い、バリマッ
クス回転を試みるのがプログラム[1]で あり、 これまでの研究で普遍的に得られてきた所定




てプロッ トを行い、[4]では2群 、JU,JMについてのみプロッ トを行う。特異値など特定
のデータ点の識別ができないが、その必要のあるときはSAS/INSIGHTを用いればよい。
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/*[3]主 成 分 得 点 の プ ロ ッ ト(全 グ ル ー プ)*/
procplotdata=my・qlfs;plotfactor2*factor1=group/vref=Ohreξ=0;
title,QlFactorScorePlot(All),;r㎜;






統計解析パ ッケージSASを 用いて、社会調査の結果を保存 し、必要に応 じて結果をビジュ
アルに表現する視覚化データベースの作成を試みた。SASに 組み込まれているグラフィック
ス機能を活用 して、データの分布および統計処理の結果をグラフで表現する。統計解析を行う
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◇
VisualizedSocialSurveyDatabasebySAS
雌 な%oyヒ)s㎜
Socialsurveyresultsshouldbepreservedasdatabase,sothatonecanconsultit.
afterwardsanddoanotheranalysis.Ifitcanbebrowsedinavisualformat,sucha
databasewouldbeanefficientandconvenienttoolformanykindsofsocialsurvey.A
currenttopicinthefieldofstatisticsisVDA(VisualDataAnalysis),andmany
methodsinVDAareavailableinallpersonalcomputers,workstationsandmainframes.
TheSAS(StatisticalAnalysisSystem)isapopularcomputerpackageofstatistical
analysisandhasmanygraphiccommandstoshowdatavisuallyonacharacteroutput
screenorollitspropercolorgraphicswindows.AnewproductoftheIatestversion,
SAS/INSIGHT,isaremarkabletooltoviewallofthedataandtofindoutliereasily.
Becauseofitswidecoverageofstatisticalmethods,abetteruser-interface,and
freedomfromthecomputeroperatingsystem,SASisnowconsideredoneofthe
largestandmostpowe1まulstatisticalapplications.
ThisreportsummarizeshowtoeditandtosavesocialsurveydataintheSAS
systemandhowtousegraphictechniquessuchashistograms,horizontalbar-charts,
pie・charts,scatterdiagra血s,threedimensionalgraphicsandothersinit.Fundamental
statisticaltechniques,forexample,procεduresmeans,univariate,corr(elation)and
othermultivariatemethodswereprogrammedandcommelltedonforthispurpose.
Inordertoreduceinformationthatsurveydatacarryand.toextracttheessentials
oftheresearch,factoranalysisiswidelyappliedandfactorscoresthatcomeafterthe
analysisareextelldedformulti-purposeinves七igation.
Asanexample,theauthoradoptedanddemonstratedhisinternationalsurveyresults
concerningPositiveinteresttowardsthesea.
Thisdatabasesystemseemstobeuseful,notonlytopreserveallofthedataas
database,butasavisualdatabasethatcbntributesasanEDA(ExploratoryData
Analysis)methQdrevealingnewandhiddenstructuresofthedata.
